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１． FOOD STYLE JAPAN 2025 
＜九州＞

２． 臨時議員総会
３． 議員名簿
４． 法律相談、定例無料相談
５． 検定、商工祭
６． 掲示板、LINE公式アカウント、

ジョブカフェ、会報誌チラシ同封
サービス

７． 考動する商工会議所、 
女性会・青年部

８．確定申告相談のお知らせ

食品関連事業者の祭典

　11月19日（水）、20日（木）に、全国の食品業界が直面する
「人手不足」「原材料高騰」「販路の多様化」「環境対応」といった
課題に対し、実践的なソリューションを提案する“食”の総合商
談展示会である FOOD STYLE JAPAN 2025 ＜九州＞が開
催されました。九州のみならず全国から1,500社以上が出展
し、2日間で延べ17,000人以上が来場しました。
　日田商工会議所では、出店企業10社に対し、商談サポート
や専門家によるブース展示指導などを行い、参加各社にとっ
て、今後の販路開拓につながる大きな一歩となりました。

【 FOOD STYLE JAPAN2025〈九州〉 】



　
任
期
満
了
に
伴
う
日
田
商
工
会

議
所
の
議
員
改
選
が
10
月
に
行
わ

れ
、
新
し
い
議
員
70
名
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
臨
時
議
員

総
会
が
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ
イ

ン
日
田
に
て
開
催
さ
れ
、
会
頭
並

び
に
副
会
頭
3
名
、
専
務
理
事
、

常
議
員
22
名
、
監
事
3
名
の
選
任

な
ど
、
新
執
行
部
等
の
体
制
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
会
頭
に
瀬
戸
亨
一
郎
氏

（
日
田
木
材
協
同
組
合
）、
副
会
頭

に
小
ヶ
内
聡
行
氏（
オ
ガ
ウ
チ
濱

田
税
理
士
法
人
）、
園
田
匠
氏（
日

田
市
管
工
事
協
同
組
合
）、谷
口
知

幸
氏（
中
山
化
成
有
限
会
社
）、
専

務
理
事
に
は
樋
口
恒
成
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
の
氏

名
並
び
に
事
業
所
名
は
次
の
と
お

り
で
す
。

会
　
　頭

瀬
戸
亨
一
郎

（
日
田
木
材
協
同
組
合
）

副
会
頭

小
ヶ
内
聡
行

（
オ
ガ
ウ
チ
濱
田
税
理
士
法
人
）

園
田
　
　匠

（
日
田
市
管
工
事
協
同
組
合
）

谷
口
　知
幸

（
中
山
化
成
有
限
会
社
）

専
務
理
事

樋
口
　恒
成（
日
田
商
工
会
議
所
）

常
議
員

角
　
　弘
起（
㈱ 

想
夫
恋
）

諌
山

　吉
晴（
日
田
旅
館
組
合
）

佐
々
木
美
徳（
㈲ 

寳
屋
）

伊
藤

　哲
司（
㈱ 

諌
山
工
務
所
）

江
藤
　秀
平（
㈱ 

大
日
）

竹
井

　信
之（
㈲ 

中
央
印
刷
）

北
郷

　太
門

（
㈲ 

き
た
ご
調
剤
薬
局
）

高
嶋
　秀
武（
㈱ 

平
成
建
設
）

諌
本
　憲
司

（
日
田
地
区
原
木
市
場
協
同
組
合
）

髙
橋
進
太
郎

（
㈲ 

高
橋
三
男
商
店
）

梶
原
　智
敏（
日
田
信
用
金
庫
）

梶
原
　義
一

（
日
田
電
気
工
事
業
協
同
組
合
）

小
野
　智
宏

（
㈱ 

大
分
銀
行
日
田
支
店
）

河
津
奈
津
子

（（
一
社
）日
田
市
観
光
協
会
）

大
塚
　
　智（
㈱
オ
オ
ツ
カ
）

中
山
　英
明（
㈲ 

日
田
醤
油
）

合
谷
　文
彦（
㈱ 

合
谷
産
業
運
輸
）

奥
谷
　聖
治

（
㈲
ク
ロ
ー
ヌ･

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

山
本
　友
紀

（
㈲
エ
ム
ア
ン
ド
テ
ィ
山
本
）

森
山
　和
浩

（
日
本
フ
ォ
レ
ス
ト 

㈱
）

畑
　日
出
雄

（
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

㈱
）

髙
倉
　頼
利

（
㈲
髙
倉
ス
レ
ー
ト
工
業
）

監
　
　事

和
泉
　貞
年（
日
田
バ
ス
㈱
）

安
田

　徳
章

（
㈱ 

福
岡
銀
行
日
田
支
店
）

髙
倉

　貴
子

（
日
田
時
報
紙
器
印
刷
㈱
）

（
以
上
敬
称
略
）

　
今
回
の
総
会
で
は
、
10
月
末
の

任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
た
役
員

の
就
任
期
間
が
6
年
以
上
、
ま
た

は
勤
続
10
年
以
上
の
議
員
の
方
に

対
し
、
当
所
・
日
本
商
工
会
議
所

よ
り
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
感
謝

状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

前
常
議
員
　
　
佐
竹
　
　
享 

氏

　
　
〃
　
　
　
武
内
　
眞
司 

氏

　
　
〃
　
　
　
合
原
眞
知
子 

氏

　
　
〃
　
　
　
井
上
　
明
夫 

氏

前
議
員
　
　
田
嶋
　
　
篤 

氏

　
　
〃
　
　
　
石
松
　
寛
善 

氏

　
　
〃
　
　
　
江
田
　
福
好 

氏

　
　
〃
　
　
　
山
口
　
　
仁 

氏

　
　
〃
　
　
　
諌
本
　
初
美 

氏

　
今
回
の
議
員
改
選
で
は
、
定
員

70
名
の
う
ち
11
名
の
新
任
議
員
が

会
議
所
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
改
選
に
伴
い
就

任
さ
れ
ま
し
た
議
員
の
方
々
の
任

期
は
、
令
和
７
年
11
月
1
日
か
ら

令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で
の
3
ヵ

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
改
選
さ
れ
た
70
名
の
議
員
の
名

称
及
び
氏
名
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
名

簿
の
と
お
り
で
す
。）

第372号 （2）令和8年1月15日日田商工会議所ニュース
日
田
商
工
会
議
所

　第
二
二
一
回
臨
時
議
員
総
会

新
会
頭
に
瀬
戸
亨
一
郎
氏
を
選
任

　
　
　 役
員
人
事
も
承
認
、新
執
行
部
体
制
固
ま
る

　日
田
商
工
会
議
所
で
は
、
去
る
11
月
4
日
、
議
員

改
選
後
の
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
た

な
執
行
部
体
制
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
十
時
康
裕
氏

が
会
頭
を
退
任
、
新
会
頭
と
し
て
前
筆
頭
副
会
頭
の

瀬
戸
亨
一
郎
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
副
会
頭
に
は

小
ヶ
内
聡
行
氏（
新
任
）、園
田
匠
氏（
新
任
）、谷
口

知
幸
氏（
新
任
）が
、
専
務
理
事
に
は
樋
口
恒
成
氏

（
再
任
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
当
所
役

員
で
あ
る
常
議
員
並
び
に
監
事
の
選
任
も
行
わ
れ
、

日
田
商
工
会
議
所
の
新
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。

瀬戸会頭

小ヶ内副会頭

園田副会頭

谷口副会頭

退
任
役
員
・
議
員
を
表
彰

退
任
役
員
・
議
員
を
表
彰

1111
名
の
新
任
議
員
が
誕
生

名
の
新
任
議
員
が
誕
生

第372号（3） 令和8年1月15日 日田商工会議所ニュース

〒877－0016　大分県日田市三本松2丁目2－16　日田商工会議所3F
TEL：0973－24－7150　FAX：0973－22－8265

一般社団法人 日田青年会議所

2026年度新役員2026年度
一般社団法人 日田青年会議所スローガン2026HITA

まごころと共に
～至誠天に通ず～

酒井　大幹
古城　稔久
伊藤　干樹
石井　章大
河津　　亮
髙田晃太郎
清水　　勝
後藤　浩介

（　 　 　 　）㈲玖珠森林開発酒井興産
（　 　 　 　）㈲シンエイ調剤薬局
（　 　 　 　）㈱ 伊 藤 不 動 産
（　 　 　 　）Ｅ－ソリッド㈱
（　 　 　 　）日 東 木 工 ㈱
（　 　 　 　）髙 田 歯 科 醫 院
（　 　 　 　）シ ミ ズ 楽 器 店
（　 　 　 　）総 合 美 建㈱
（　 　 　 　）ユ ウ キ 木 産㈱

事 務 局 長
運 営 室 長
専 務 理 事

〃
〃
〃

副 理 事 長
直前理事長
理 事 長 梶原　　治

二
〇
二
六
年

　元
旦

日
田
商
工
会
議
所

会
　頭
　瀬
　戸
　亨
一
郎

副
会
頭

　小
ヶ
内

　聡
　行

　〃
　
　園
　田
　
　
　匠

　〃
　
　谷
　口
　知
　幸

他
議
員
・
役
職
員
一
同

日
田
商
工
会
議
所
女
性
会

会
　長
　佐
　竹
　邦
　恵

副
会
長

　河
　津
　純
　子

　〃
　
　足
　立
　ひ
と
み

　〃
　
　福
　島
　公
　子

他
会
員
一
同

日
田
商
工
会
議
所
青
年
部

会
　長
　佐
　藤
　雅
　宏

直
前
会
長

　門
　田
　康
　弘

副
会
長

　河
　津
　賢
太
郎

　〃
　
　野
　口
　謙
　太

　〃
　
　日
　髙
　洋
　平

他
会
員
一
同

日田商工会議所議員名簿 （50音順） （R7.11.1現在）
議員別 氏　　名 名　　　　　称
3号 十時　康裕 ㈱ ＮＢＳロジソル
〃 小野　智宏 ㈱ 大分銀行日田支店
〃 河津　龍治 大分県建設業協会日田支部
〃 菅　　政哉 九電ネクスト ㈱ 日田営業所
〃 畑　日出雄 ＫＣＶコミュニケーションズ ㈱
〃 長谷川　久 サッポロビール ㈱ 九州日田工場
〃 梶原　智敏 日田信用金庫
〃 和泉　貞年 日田バス ㈱
〃 瀬戸亨一郎 日田木材協同組合
2号 伊藤　由則 ㈱ アジア開発貿易
〃 大塚　　智 ㈱ オオツカ
〃 北郷　太門 ㈲ きたご調剤薬局
〃 白石　章二 ㈲ 白石生花店
〃 佐々木美徳 ㈲ 寳屋
〃 中山　英明 ㈲ 日田醤油
〃 園田　　匠 日田市管工事協同組合
〃 梶原　義一 日田電気工事業協同組合
〃 日野　敏彦 日野建設 ㈲
〃 高嶋　秀武 ㈱ 平成建設
〃 諌本　憲司 日田地区原木市場協同組合
〃 中村　広樹 ベストリビング ㈱
〃 竹内　一晃 中央発条工業 ㈱
〃 谷口　知幸 中山化成㈲
〃 森山　和浩 日本フォレスト ㈱
〃 角　　弘起 ㈱ 想夫恋
〃 河津奈津子 （一社）日田市観光協会
〃 加納　信男 ㈱ 日田ビル管理センター
〃 諌山　吉晴 日田旅館組合
〃 武内　真央 ㈱ フィガロハウス
〃 湯浅　充伸 大分県トラック協会日田分会
〃 安田　徳章 ㈱ 福岡銀行日田支店
〃 中川　和也 ㈱ 筑邦銀行日田支店
1号 後藤　信寛 イサゴタクシー ㈱
〃 伊藤　哲司 ㈱ 諌山工務所
〃 宇野　弘士 ㈱ 宇野建築事務所日田支店

議員別 氏　　名 名　　　　　称
1号 山本　友紀 ㈲ エムアンドティ山本
〃 岡野　涼子 ㈱ＥＮＴＯ
〃 小ヶ内聡行 オガウチ濱田税理士法人
〃 平川　好美 ㈲ カードクター・フカミ
〃 諌山　安雄 ㈱ 亀山亭ホテル
〃 岡見要一郎 ㈱ 九州エアーテック
〃 奥谷　聖治 ㈲ クローヌ・コーポレーション
〃 稲葉　孝政 ㈱ クロス・エイト・ワールド
〃 合谷　文彦 ㈱ 合谷産業運輸
〃 浦中　直也 三和酒類 ㈱ 日田蒸留所
〃 中西　　浩 ㈱ 地元新聞社
〃 平川加奈江 ㈱ シンシアリー
〃 梶原　康輝 新和リファイン ㈱
〃 宮野　大樹 ㈱Daiju.tech
〃 江藤　秀平 ㈱ 大日
〃 髙倉　頼利 ㈲ 髙倉スレート工業
〃 髙嶋圭一郎 ㈲ 高嶋紙器
〃 髙橋進太郎 ㈲ 高橋三男商店
〃 長尾　一生 ㈱ 田嶋製作所
〃 竹井　信之 ㈲ 中央印刷
〃 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 ㈱ 日本シャッター産業
〃 横山　俊英 ㈱ ネクスト
〃 佐藤裕一郎 ㈲ 日田ガス
〃 吉野　克己 ㈱ 日田クレーン工業
〃 平川　正路 日田市商店街連合会
〃 髙倉　貴子 日田時報紙器印刷 ㈱
〃 佐藤　浩之 ㈱ ＨＩＲＯＤＥＮ
〃 東　　真吾 ㈲ ファミリーフードサービス
〃 深津　信一 ㈱ 深津製材所
〃 杉田　敏行 ㈱ 豊和銀行日田支店
〃 宮﨑　信二 三隈工業 ㈱
〃 田邊　康宏 山ア運送 ㈱
〃 大石美智子 ㈱ 萬屋
〃 中島　幸生 ㈱ ワイケイティリース
〃 古田嘉寿美 ㈲ 和くら



　
任
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之（
㈲ 

中
央
印
刷
）

北
郷
　太
門

（
㈲ 

き
た
ご
調
剤
薬
局
）

高
嶋
　秀
武（
㈱ 

平
成
建
設
）

諌
本
　憲
司

（
日
田
地
区
原
木
市
場
協
同
組
合
）

髙
橋
進
太
郎

（
㈲ 

高
橋
三
男
商
店
）

梶
原

　智
敏（
日
田
信
用
金
庫
）

梶
原

　義
一

（
日
田
電
気
工
事
業
協
同
組
合
）

小
野

　智
宏

（
㈱ 

大
分
銀
行
日
田
支
店
）

河
津
奈
津
子

（（
一
社
）日
田
市
観
光
協
会
）

大
塚

　
　智（
㈱
オ
オ
ツ
カ
）

中
山

　英
明（
㈲ 

日
田
醤
油
）

合
谷

　文
彦（
㈱ 

合
谷
産
業
運
輸
）

奥
谷

　聖
治

（
㈲
ク
ロ
ー
ヌ･

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

山
本

　友
紀

（
㈲
エ
ム
ア
ン
ド
テ
ィ
山
本
）

森
山

　和
浩

（
日
本
フ
ォ
レ
ス
ト 

㈱
）

畑
　日
出
雄

（
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

㈱
）

髙
倉

　頼
利

（
㈲
髙
倉
ス
レ
ー
ト
工
業
）

監
　
　事

和
泉

　貞
年（
日
田
バ
ス
㈱
）

安
田

　徳
章

（
㈱ 

福
岡
銀
行
日
田
支
店
）

髙
倉

　貴
子

（
日
田
時
報
紙
器
印
刷
㈱
）

（
以
上
敬
称
略
）

　
今
回
の
総
会
で
は
、
10
月
末
の

任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
た
役
員

の
就
任
期
間
が
6
年
以
上
、
ま
た

は
勤
続
10
年
以
上
の
議
員
の
方
に

対
し
、
当
所
・
日
本
商
工
会
議
所

よ
り
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
感
謝

状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

前
常
議
員
　
　
佐
竹
　
　
享 

氏

　
　
〃
　
　
　
武
内
　
眞
司 

氏

　
　
〃
　
　
　
合
原
眞
知
子 

氏

　
　
〃
　
　
　
井
上
　
明
夫 

氏

前
議
員
　
　
田
嶋
　
　
篤 

氏

　
　
〃
　
　
　
石
松
　
寛
善 

氏

　
　
〃
　
　
　
江
田
　
福
好 

氏

　
　
〃
　
　
　
山
口
　
　
仁 

氏

　
　
〃
　
　
　
諌
本
　
初
美 

氏

　
今
回
の
議
員
改
選
で
は
、
定
員

70
名
の
う
ち
11
名
の
新
任
議
員
が

会
議
所
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
改
選
に
伴
い
就

任
さ
れ
ま
し
た
議
員
の
方
々
の
任

期
は
、
令
和
７
年
11
月
1
日
か
ら

令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で
の
3
ヵ

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
改
選
さ
れ
た
70
名
の
議
員
の
名

称
及
び
氏
名
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
名

簿
の
と
お
り
で
す
。）

第372号 （2）令和8年1月15日日田商工会議所ニュース
日
田
商
工
会
議
所
　第
二
二
一
回
臨
時
議
員
総
会

新
会
頭
に
瀬
戸
亨
一
郎
氏
を
選
任

　
　
　 役
員
人
事
も
承
認
、新
執
行
部
体
制
固
ま
る

　日
田
商
工
会
議
所
で
は
、
去
る
11
月
4
日
、
議
員

改
選
後
の
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
た

な
執
行
部
体
制
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
十
時
康
裕
氏

が
会
頭
を
退
任
、
新
会
頭
と
し
て
前
筆
頭
副
会
頭
の

瀬
戸
亨
一
郎
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
副
会
頭
に
は

小
ヶ
内
聡
行
氏（
新
任
）、園
田
匠
氏（
新
任
）、谷
口

知
幸
氏（
新
任
）が
、
専
務
理
事
に
は
樋
口
恒
成
氏

（
再
任
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
当
所
役

員
で
あ
る
常
議
員
並
び
に
監
事
の
選
任
も
行
わ
れ
、

日
田
商
工
会
議
所
の
新
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。

瀬戸会頭

小ヶ内副会頭

園田副会頭

谷口副会頭

退
任
役
員
・
議
員
を
表
彰

退
任
役
員
・
議
員
を
表
彰

1111
名
の
新
任
議
員
が
誕
生

名
の
新
任
議
員
が
誕
生

第372号（3） 令和8年1月15日 日田商工会議所ニュース
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まごころと共に
～至誠天に通ず～

酒井　大幹
古城　稔久
伊藤　干樹
石井　章大
河津　　亮
髙田晃太郎
清水　　勝
後藤　浩介

（　 　 　 　）㈲玖珠森林開発酒井興産
（　 　 　 　）㈲シンエイ調剤薬局
（　 　 　 　）㈱ 伊 藤 不 動 産
（　 　 　 　）Ｅ－ソリッド㈱
（　 　 　 　）日 東 木 工 ㈱
（　 　 　 　）髙 田 歯 科 醫 院
（　 　 　 　）シ ミ ズ 楽 器 店
（　 　 　 　）総 合 美 建㈱
（　 　 　 　）ユ ウ キ 木 産㈱

事 務 局 長
運 営 室 長
専 務 理 事

〃
〃
〃

副 理 事 長
直前理事長
理 事 長 梶原　　治

二
〇
二
六
年

　元
旦

日
田
商
工
会
議
所

会
　頭
　瀬
　戸
　亨
一
郎

副
会
頭

　小
ヶ
内

　聡
　行

　〃
　
　園
　田
　
　
　匠

　〃
　
　谷
　口
　知
　幸

他
議
員
・
役
職
員
一
同

日
田
商
工
会
議
所
女
性
会

会
　長
　佐
　竹
　邦
　恵

副
会
長

　河
　津
　純
　子

　〃
　
　足
　立
　ひ
と
み

　〃
　
　福
　島
　公
　子

他
会
員
一
同

日
田
商
工
会
議
所
青
年
部

会
　長
　佐
　藤
　雅
　宏

直
前
会
長

　門
　田
　康
　弘

副
会
長

　河
　津
　賢
太
郎

　〃
　
　野
　口
　謙
　太

　〃
　
　日
　髙
　洋
　平

他
会
員
一
同

日田商工会議所議員名簿 （50音順） （R7.11.1現在）
議員別 氏　　名 名　　　　　称
3号 十時　康裕 ㈱ ＮＢＳロジソル
〃 小野　智宏 ㈱ 大分銀行日田支店
〃 河津　龍治 大分県建設業協会日田支部
〃 菅　　政哉 九電ネクスト ㈱ 日田営業所
〃 畑　日出雄 ＫＣＶコミュニケーションズ ㈱
〃 長谷川　久 サッポロビール ㈱ 九州日田工場
〃 梶原　智敏 日田信用金庫
〃 和泉　貞年 日田バス ㈱
〃 瀬戸亨一郎 日田木材協同組合
2号 伊藤　由則 ㈱ アジア開発貿易
〃 大塚　　智 ㈱ オオツカ
〃 北郷　太門 ㈲ きたご調剤薬局
〃 白石　章二 ㈲ 白石生花店
〃 佐々木美徳 ㈲ 寳屋
〃 中山　英明 ㈲ 日田醤油
〃 園田　　匠 日田市管工事協同組合
〃 梶原　義一 日田電気工事業協同組合
〃 日野　敏彦 日野建設 ㈲
〃 高嶋　秀武 ㈱ 平成建設
〃 諌本　憲司 日田地区原木市場協同組合
〃 中村　広樹 ベストリビング ㈱
〃 竹内　一晃 中央発条工業 ㈱
〃 谷口　知幸 中山化成㈲
〃 森山　和浩 日本フォレスト ㈱
〃 角　　弘起 ㈱ 想夫恋
〃 河津奈津子 （一社）日田市観光協会
〃 加納　信男 ㈱ 日田ビル管理センター
〃 諌山　吉晴 日田旅館組合
〃 武内　真央 ㈱ フィガロハウス
〃 湯浅　充伸 大分県トラック協会日田分会
〃 安田　徳章 ㈱ 福岡銀行日田支店
〃 中川　和也 ㈱ 筑邦銀行日田支店
1号 後藤　信寛 イサゴタクシー ㈱
〃 伊藤　哲司 ㈱ 諌山工務所
〃 宇野　弘士 ㈱ 宇野建築事務所日田支店

議員別 氏　　名 名　　　　　称
1号 山本　友紀 ㈲ エムアンドティ山本
〃 岡野　涼子 ㈱ＥＮＴＯ
〃 小ヶ内聡行 オガウチ濱田税理士法人
〃 平川　好美 ㈲ カードクター・フカミ
〃 諌山　安雄 ㈱ 亀山亭ホテル
〃 岡見要一郎 ㈱ 九州エアーテック
〃 奥谷　聖治 ㈲ クローヌ・コーポレーション
〃 稲葉　孝政 ㈱ クロス・エイト・ワールド
〃 合谷　文彦 ㈱ 合谷産業運輸
〃 浦中　直也 三和酒類 ㈱ 日田蒸留所
〃 中西　　浩 ㈱ 地元新聞社
〃 平川加奈江 ㈱ シンシアリー
〃 梶原　康輝 新和リファイン ㈱
〃 宮野　大樹 ㈱Daiju.tech
〃 江藤　秀平 ㈱ 大日
〃 髙倉　頼利 ㈲ 髙倉スレート工業
〃 髙嶋圭一郎 ㈲ 高嶋紙器
〃 髙橋進太郎 ㈲ 高橋三男商店
〃 長尾　一生 ㈱ 田嶋製作所
〃 竹井　信之 ㈲ 中央印刷
〃 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 ㈱ 日本シャッター産業
〃 横山　俊英 ㈱ ネクスト
〃 佐藤裕一郎 ㈲ 日田ガス
〃 吉野　克己 ㈱ 日田クレーン工業
〃 平川　正路 日田市商店街連合会
〃 髙倉　貴子 日田時報紙器印刷 ㈱
〃 佐藤　浩之 ㈱ ＨＩＲＯＤＥＮ
〃 東　　真吾 ㈲ ファミリーフードサービス
〃 深津　信一 ㈱ 深津製材所
〃 杉田　敏行 ㈱ 豊和銀行日田支店
〃 宮﨑　信二 三隈工業 ㈱
〃 田邊　康宏 山ア運送 ㈱
〃 大石美智子 ㈱ 萬屋
〃 中島　幸生 ㈱ ワイケイティリース
〃 古田嘉寿美 ㈲ 和くら



　
地
方
で
は
特
に
人
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
同
時
に
、
２
０
２
５
年

問
題
と
し
て
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、労
働
人
口

の
減
少
が
加
速
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、従
業
員
側
も
権

利
意
識
が
強
く
な
っ
て
き
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
情
報
を
得
た
り
労
働
基
準
監
督
署

に
も
相
談
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
労
働
環
境
に

あ
っ
て
、
事
業
主
が
旧
態
依
然
の
経
営

を
続
け
て
い
け
ば
、人
手
不
足
が
経
営

自
体
を
阻
害
し
た
り
、と
き
に
は
合
同

労
組（
ユ
ニ
オ
ン
）が
介
入
し
た
り
、
従

業
員
か
ら
訴
訟
や
労
働
審
判
を
申
し

立
て
ら
れ
て
事
業
に
大
き
な
打
撃
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
経
営
者
側

と
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
人
員
確
保
の

た
め
に
も
労
働
環
境
に
は
十
分
な
配

慮
を
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
今
回

は
、労
使
関
係
に
お
け
る
法
律
問
題
で

の
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
Ｑ
＆
Ａ

で
す
。

Ｑ
新
規
採
用
し
た
従
業
員
は
仕
事
を

し
な
い
し
、
能
力
的
に
も
劣
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
１
か
月
目
の
試

用
期
間
中
な
の
で
自
由
に
解
雇
し
て

良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
試
用
期
間
は
従
業
員
の
適
格
性
を

評
価
す
る
期
間
な
の
で
通
常
の
解
雇

よ
り
は
緩
や
か
な
基
準
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
能
力
不
足
、勤
務
態
度
不
良
、

経
歴
詐
称
、
健
康
問
題
な
ど
が
理
由

と
な
り
ま
す
。解
雇
す
る
場
合
は
解
雇

予
告
か
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い
が

必
要
で
す
。
た
だ
、14
日
以
内
で
あ
れ

ば
こ
れ
も
不
要
で
す（
労
働
基
準
法

21
条
）。

Ｑ

従
業
員
が
加
入
し
た
と
い
う
合
同

労
組（
ユ
ニ
オ
ン
）か
ら
未
払
い
残
業

代
に
つ
い
て
の
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
無
視
し
て
お

い
て
良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
労
働
組
合
と
し
て
は
企
業
内
組
合

が
一
般
的
で
す
が
、
合
同
労
組（
ユ
ニ

オ
ン
）な
ど
１
人
で
も
加
入
で
き
る
労

働
組
合
も
あ
り
ま
す
。労
働
組
合
か
ら

正
式
に
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
場
合
は
無
視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

誠
実
に
交
渉
に
応
じ
る
義
務
が
あ
り

ま
す
が
、
相
手
の
要
求
に
応
じ
る
義
務

で
は
な
い
の
で
、
冷
静
に
互
い
の
主
張

を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。

Ｑ

事
業
の
一
部
門
の
赤
字
が
続
い
て

全
体
の
収
益
を
害
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
部
門
の
閉
鎖
と
高
齢
化
し
た
担
当

者
た
ち
の
整
理
解
雇
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ａ
整
理
解
雇
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
確

立
し
た
裁
判
例
で
４
要
件
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
①
人
員
削
減
の
必
要
性
、

②
解
雇
回
避
努
力
義
務
、
③
人
選
の

合
理
性
、④
手
続
の
妥
当
性
で
す
。
こ

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
「
不
当

解
雇
」に
な
り
ま
す
。
整
理
解
雇
と
同

時
に
若
い
人
材
を
新
規
採
用
し
た
り

す
る
と
問
題
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

従
業
員
が
残
業
続
き
で
う
つ
病
に

な
っ
た
と
し
て
、
会
社
に
対
し
て
安
全

管
理
義
務
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
理
由
で
損
害
賠
償
請
求
を
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
残
業
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
し
、
と
う
て
い
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
の
記
録

な
ど
か
ら
残
業
時
間
を
調
査
し
て
く

だ
さ
い
。
同
時
に
、
業
務
内
容
と
う
つ

病
の
因
果
関
係
が
問
題
に
な
る
の
で
、

そ
の
従
業
員
の
病
歴
、家
族
問
題
な
ど

の
個
人
的
な
ス
ト
レ
ス
の
有
無
な
ど
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
労
働

基
準
監
督
署
が
労
災
に
認
定
す
れ
ば

因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま

す
。
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ
会
社
の
課
長
が
部
下
の
女
性
派
遣

社
員
を
執
拗
に
飲
み
会
に
誘
い
、
こ
れ

を
断
る
と
嫌
が
ら
せ
を
し
た
と
し
て
、

そ
の
派
遣
社
員
は
辞
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
請
求

を
し
て
き
ま
し
た
。

Ａ
課
長
が
セ
ク
ハ
ラ
を
し
た
場
合
は
、

会
社
は
そ
の
使
用
者
と
し
て
損
害
賠

償
責
任
を
負
い
ま
す（
民
法
７
１
５

条
）。
ま
た
、
会
社
は
職
場
環
境
に
配

慮
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の
違
反
に
よ

り
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
も
あ

り
ま
す（
債
務
不
履
行
ま
た
は
不
法

行
為
）。
会
社
と
し
て
は
、
ま
ず
事
実

認
定
を
行
い
、
就
業
規
則
に
基
づ
く
課

長
の
懲
戒
、社
内
研
修
に
よ
る
再
発
防

止
に
も
配
慮
す
べ
き
で
す
。
厚
労
省
の

指
針
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
職
場
に
問
題
社
員
が
い
ま
す
。仕
事

も
あ
ま
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
従
業

員
が
次
々
に
辞
め
て
い
く
の
で
、
こ
の

社
員
を
解
雇
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
通
常
の
解
雇
手
続
で
結
構
で
す
。解

雇
予
告
あ
る
い
は
解
雇
予
告
手
当
を

支
払
っ
て
、
解
雇
理
由
を
明
示
し
た
解

雇
通
知
を
渡
し
ま
す
。解
雇
権
の
乱
用

を
理
由
に
解
雇
無
効
を
訴
え
て
も
こ

れ
に
対
し
て
毅
然
と
受
け
て
立
つ
と
い

う
姿
勢
が
大
事
で
す
。
た
だ
、も
し
話

し
合
い
の
余
地
が
あ
れ
ば
、
一
時
金
の

上
積
み
な
ど
を
条
件
に
合
意
退
職
の

形
が
よ
り
良
い
結
果
と
い
え
ま
す
。
意

地
に
な
っ
て
訴
訟
沙
汰
に
な
る
の
は
互

い
に
不
幸
で
す
。

Ｑ
労
働
審
判
の
制
度
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
。
労
働
者
に
有
利
で
、

会
社
に
不
利
な
も
の
で
は
な
い
の
で

す
か
。

Ａ
平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
裁
判
所

の
制
度
で
す
。裁
判
官
１
名
と
専
門
家

２
名
で
組
織
す
る
委
員
会
が
原
則
３

回
以
内
で
、
迅
速
・
柔
軟
に
解
決
を

図
る
も
の
で
、
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
は

委
員
会
が
審
判
を
下
し
、
不
服
が
あ

れ
ば
訴
訟
に
移
行
し
ま
す
。
大
分
県
の

場
合
は
裁
判
所
は
大
分
地
方
裁
判
所

（
本
庁
）だ
け
で
す
。
対
象
は
不
当
解

雇
、
残
業
代
、
賃
金
、
退
職
金
、
配

転
や
出
向
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
す
。
実

際
の
申
立
て
は
労
働
者
側
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
会
社
側
に
不
利
な
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、審
理
に
予
定

さ
れ
る
３
か
月
く
ら
い
の
間
で
そ
の
対

応
を
準
備
す
る
の
は
大
変
な
作
業
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
期
の
解
決

が
図
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
労
働
者

側
に
は
有
効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
労
務
管
理
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
し
ょ

う
か
。

Ａ

法
令
遵
守（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

を
前
提
に
し
て
、
従
業
員
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
尽

き
ま
す
。職
場
で
は
就
業
規
則
な
ど
で

労
働
条
件
の
明
示
を
行
い
、法
定
帳
簿

を
整
備
し
て
、
各
種
保
険
の
手
続
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
労
働
基
準
監
督
署
や
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
に
相
談
し
、
弁
護
士
へ

の
相
談
・
依
頼
を
含
め
て
危
機
対
応
に

も
備
え
て
く
だ
さ
い
。
昔
型
の
経
営
者

で
は
、家
族
的
な
労
使
関
係
を
大
事
に

し
て
、
争
い
や
法
的
な
対
応
を
嫌
い
、

す
べ
て
の
問
題
を
話
し
合
い
で
解
決
す

る
と
い
う
姿
勢
を
最
良
と
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
を
否
定

は
し
ま
せ
ん
が
、
経
営
環
境
に
恵
ま
れ

た
一
部
の
業
界
は
と
も
か
く
、
激
動
の

社
会
情
勢
で
経
営
者
と
し
て
の
責
任

の
大
き
さ
は
自
覚
す
べ
き
で
す
。

第372号 （4）令和8年1月15日日田商工会議所ニュース

専門定例無料相談日

※ 定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　 又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際
　 には事前に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談
毎月第１火曜日 弁 理 士
毎月第４火曜日 大分県発明協会

金 融 相 談 毎月第２火曜日 信 用 保 証 協 会
労 務 相 談 毎月第２水曜日 社会保険労務士
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に 
　 関する相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

雇
用
問
題
の
Ｑ
＆
Ａ

事
業
経
営
の
法
律
相
談

第372号（5） 令和8年1月15日 日田商工会議所ニュース

　
去
る
11
月
19
日
、
パ
ト
リ
ア
日

田
に
て
商
工
祭
が
開
催
さ
れ
、
永

年
勤
続
従
業
員
２
０
４
名
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
式
の
後
に
は「
日

田
が
誇
る
地
元
の
特
産
品
」が
当

た
る
く
じ
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
式

典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
30
年
以
上
の
被
表
彰
者

は
次
の
方
々
で
す
。
　（
敬
称
略
）

《
45
年
の
部
》　
１
名

江
田
　
順
一
　
㈱ 

丸
菱
商
会

《
40
年
の
部
》　
10
名

古
城
　
正
義
　
㈱ 

川
浪
組

穐
本
　
耕
二
　
㈱ 

朝
日
木
工

水
嶋
　
　
仁
　
㈱ 

朝
日
木
工

布
施
　
邦
博
　
㈱ 

ア
サ
ヒ

石
松
　
義
幸
　
中
央
発
条
工
業 

㈱

松
原
　
稔
夫
　
㈱ 

谷
組

和
田
　
正
文
　
新
日
本
緑
地 

㈱

小
野
　
勅
郡
　
老
松
酒
造 

㈱

池
部
　
武
士
　
三
隈
工
業 

㈱

壁
村
　
勇
二
　
マ
ル
マ
タ
林
業 

㈱

《
35
年
の
部
》　
16
名

三
笘
健
太
郎
　
㈱ 

川
浪
組

安
部
　
　
誠
　
㈱ 

川
浪
組

梶
原
　
文
生
　
㈱ 

千
原
電
気
工
事

有
吉
　
章
男
　
㈱ 

タ
カ
セ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

坂
本
　
孝
志
　
㈱ 

朝
日
木
工

神
崎
　
文
宏
　
㈱ 
朝
日
木
工

千
原
　
秀
介
　
中
央
発
条
工
業 

㈱

江
田
　
裕
介
　
㈱ 

谷
組

江
藤
　
達
也
　
㈱ 

谷
組

江
田
　
修
一
　
㈱ 

日
田
中
央
木
材
市
場

佐
藤
　
貴
臣
　
㈱ 

日
田
中
央
木
材
市
場

梶
原
　
哲
夫
　
丸
亀
運
送 

㈱

井
下
　
　
哲
　
㈱ 

井
上
酒
造

安
心
院
信
親
　
㈱ 

下
徳
産
業

藤
原
　
義
満
　
㈱ 

下
徳
産
業

櫻
木
　
幸
恵
　
日
田
商
工
会
議
所

《
30
年
の
部
》　
15
名

野
村
　
　
勲
　
㈱ 

川
浪
組

森
山
　
浩
樹
　
㈱ 

川
浪
組

鞭
馬
　
芳
雄
　
川
原
興
業 

㈱

板
谷
　
俊
之
　
田
中
建
設 

㈱

井
上
　
　
彬
　
㈱ 

田
嶋
製
作
所

近
藤
　
　
徹
　
新
日
本
緑
地 

㈱

小
関
　
　
亮
　
㈱ 

日
田
十
条

今
井
ふ
く
え
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア 

㈱

井
下
　
　
勉
　
㈱ 

日
田
ビ
ル
管
理
セ
ン
タ
ー

佐
藤
　
善
英
　
㈱ 

日
田
ビ
ル
管
理
セ
ン
タ
ー

百
田
　
洋
次
　
㈱ 

日
田
中
央
木
材
市
場

梶
原
　
　
孝
　
㈱ 

ア
サ
ヒ
サ
ー
ビ
ス

河
津
　
幸
二
　
㈱ 

Ｎ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
ソ
ル

佐
藤
　
利
之
　
㈲ 

道
路
施
設

陶
山
　
英
明
　
㈱ 

下
徳
産
業

＊
珠
算
検
定
＊ 

 

※
敬
称
略

（
令
和
7
年
10
月
26
日
施
行
）

《
2
級
》

佐
　
藤
　
梨
々
依	

（
佐
藤
智
香
子
そ
ろ
ば
ん
教
室
）

《
3
級
》

赤
　
坂
　
武
　
俊	

《
4
級
》

秋
　
吉
　
優
　
花	

（
佐
藤
智
香
子
そ
ろ
ば
ん
教
室
）

松
　
原
　
悠
　
真	

（

森
山
教
室
）

《
7
級
》

平
　
井
　
莉
　
子	

（

森
山
教
室
）

平
　
井
　
華
　
子	

（

森
山
教
室
）

《
8
級
》

川
　
津
　
大
　
和	

（
松
原
珠
算
教
室
）

《
9
級
》

森
　
田
　
明
彩
陽	

（
松
原
珠
算
教
室
）

＊
暗
算
検
定
＊

（
令
和
7
年
10
月
26
日
施
行
）

《
3
級
》

原
　
　
　
巧
　
芽	

（

森
山
教
室
）

藤
　
原
　
那
　
緒	

（

森
山
教
室
）

《
4
級
》

井
　
上
　
桜
　
花	

（
松
原
珠
算
教
室
）

《
6
級
》

赤
　
坂
　
武
　
俊	

＊
簿
記
検
定
＊

（
令
和
7
年
11
月
16
日
施
行
）

《
3
級
》

落
　
田
　
優
　
愛	

（
藤
蔭
高
等
学
校
）

＊
日
商
P
C
＊

（
令
和
7
年
10
月
施
行
）

《
文
書
作
成
3
級
》

森
　
山
　
宣
　
仁	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

長
　
尾
　
知
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

佐
　
藤
　
一
　
乃	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

野
　
田
　
美
　
晴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

川
　
内
　
海
　
輝	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

曽
　
我
　
有
　
希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

鬼
　
嶽
　
麻
吏
亜	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

柴
　
藤
　
和
　
美	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

髙
　
倉
　
千
　
鶴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

伊
　
藤
　
祐
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　
苫
　
恵
　
み	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

杉
　
山
　
　
　
譲	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

諌
　
山
　
崇
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

吉
　
野
　
真
　
治	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
7
年
11
月
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
2
級
》

河
　
津
　
柚
　
季	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

《
デ
ー
タ
活
用
3
級
》

森
　
山
　
宣
　
仁	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

佐
　
藤
　
一
　
乃	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

野
　
田
　
美
　
晴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

曽
　
我
　
有
　
希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　
苫
　
恵
　
み	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

鬼
　
嶽
　
麻
吏
亜	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

髙
　
倉
　
千
　
鶴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

長
　
尾
　
知
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

梅
　
木
　
初
　
代	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

諌
　
山
　
崇
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

伊
　
藤
　
祐
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

柴
　
藤
　
和
　
美	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

吉
　
野
　
真
　
治	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

川
　
内
　
海
　
輝	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

謝
辞
を
述
べ
る
マ
ル
マ
タ
林
業
㈱
の

壁
村
勇
二
さ
ん

令
和
7
年
度
商
工
祭
を
開
催

令
和
7
年
度
商
工
祭
を
開
催

〜
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

〜
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−

３
１
８
４



　
地
方
で
は
特
に
人
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
同
時
に
、
２
０
２
５
年

問
題
と
し
て
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、労
働
人
口

の
減
少
が
加
速
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、従
業
員
側
も
権

利
意
識
が
強
く
な
っ
て
き
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
情
報
を
得
た
り
労
働
基
準
監
督
署

に
も
相
談
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
労
働
環
境
に

あ
っ
て
、
事
業
主
が
旧
態
依
然
の
経
営

を
続
け
て
い
け
ば
、人
手
不
足
が
経
営

自
体
を
阻
害
し
た
り
、と
き
に
は
合
同

労
組（
ユ
ニ
オ
ン
）が
介
入
し
た
り
、
従

業
員
か
ら
訴
訟
や
労
働
審
判
を
申
し

立
て
ら
れ
て
事
業
に
大
き
な
打
撃
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
経
営
者
側

と
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
人
員
確
保
の

た
め
に
も
労
働
環
境
に
は
十
分
な
配

慮
を
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
今
回

は
、労
使
関
係
に
お
け
る
法
律
問
題
で

の
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
Ｑ
＆
Ａ

で
す
。

Ｑ
新
規
採
用
し
た
従
業
員
は
仕
事
を

し
な
い
し
、
能
力
的
に
も
劣
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
１
か
月
目
の
試

用
期
間
中
な
の
で
自
由
に
解
雇
し
て

良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
試
用
期
間
は
従
業
員
の
適
格
性
を

評
価
す
る
期
間
な
の
で
通
常
の
解
雇

よ
り
は
緩
や
か
な
基
準
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
能
力
不
足
、勤
務
態
度
不
良
、

経
歴
詐
称
、
健
康
問
題
な
ど
が
理
由

と
な
り
ま
す
。解
雇
す
る
場
合
は
解
雇

予
告
か
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い
が

必
要
で
す
。
た
だ
、14
日
以
内
で
あ
れ

ば
こ
れ
も
不
要
で
す（
労
働
基
準
法

21
条
）。

Ｑ

従
業
員
が
加
入
し
た
と
い
う
合
同

労
組（
ユ
ニ
オ
ン
）か
ら
未
払
い
残
業

代
に
つ
い
て
の
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
無
視
し
て
お

い
て
良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
労
働
組
合
と
し
て
は
企
業
内
組
合

が
一
般
的
で
す
が
、
合
同
労
組（
ユ
ニ

オ
ン
）な
ど
１
人
で
も
加
入
で
き
る
労

働
組
合
も
あ
り
ま
す
。労
働
組
合
か
ら

正
式
に
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
場
合
は
無
視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

誠
実
に
交
渉
に
応
じ
る
義
務
が
あ
り

ま
す
が
、
相
手
の
要
求
に
応
じ
る
義
務

で
は
な
い
の
で
、
冷
静
に
互
い
の
主
張

を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。

Ｑ

事
業
の
一
部
門
の
赤
字
が
続
い
て

全
体
の
収
益
を
害
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
部
門
の
閉
鎖
と
高
齢
化
し
た
担
当

者
た
ち
の
整
理
解
雇
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ａ
整
理
解
雇
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
確

立
し
た
裁
判
例
で
４
要
件
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
①
人
員
削
減
の
必
要
性
、

②
解
雇
回
避
努
力
義
務
、
③
人
選
の

合
理
性
、④
手
続
の
妥
当
性
で
す
。
こ

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
「
不
当

解
雇
」に
な
り
ま
す
。
整
理
解
雇
と
同

時
に
若
い
人
材
を
新
規
採
用
し
た
り

す
る
と
問
題
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

従
業
員
が
残
業
続
き
で
う
つ
病
に

な
っ
た
と
し
て
、
会
社
に
対
し
て
安
全

管
理
義
務
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
理
由
で
損
害
賠
償
請
求
を
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
残
業
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
し
、
と
う
て
い
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
の
記
録

な
ど
か
ら
残
業
時
間
を
調
査
し
て
く

だ
さ
い
。
同
時
に
、
業
務
内
容
と
う
つ

病
の
因
果
関
係
が
問
題
に
な
る
の
で
、

そ
の
従
業
員
の
病
歴
、家
族
問
題
な
ど

の
個
人
的
な
ス
ト
レ
ス
の
有
無
な
ど
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
労
働

基
準
監
督
署
が
労
災
に
認
定
す
れ
ば

因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま

す
。
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ
会
社
の
課
長
が
部
下
の
女
性
派
遣

社
員
を
執
拗
に
飲
み
会
に
誘
い
、
こ
れ

を
断
る
と
嫌
が
ら
せ
を
し
た
と
し
て
、

そ
の
派
遣
社
員
は
辞
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
請
求

を
し
て
き
ま
し
た
。

Ａ
課
長
が
セ
ク
ハ
ラ
を
し
た
場
合
は
、

会
社
は
そ
の
使
用
者
と
し
て
損
害
賠

償
責
任
を
負
い
ま
す（
民
法
７
１
５

条
）。
ま
た
、
会
社
は
職
場
環
境
に
配

慮
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の
違
反
に
よ

り
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
も
あ

り
ま
す（
債
務
不
履
行
ま
た
は
不
法

行
為
）。
会
社
と
し
て
は
、
ま
ず
事
実

認
定
を
行
い
、
就
業
規
則
に
基
づ
く
課

長
の
懲
戒
、社
内
研
修
に
よ
る
再
発
防

止
に
も
配
慮
す
べ
き
で
す
。
厚
労
省
の

指
針
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
職
場
に
問
題
社
員
が
い
ま
す
。仕
事

も
あ
ま
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
従
業

員
が
次
々
に
辞
め
て
い
く
の
で
、
こ
の

社
員
を
解
雇
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
通
常
の
解
雇
手
続
で
結
構
で
す
。解

雇
予
告
あ
る
い
は
解
雇
予
告
手
当
を

支
払
っ
て
、
解
雇
理
由
を
明
示
し
た
解

雇
通
知
を
渡
し
ま
す
。解
雇
権
の
乱
用

を
理
由
に
解
雇
無
効
を
訴
え
て
も
こ

れ
に
対
し
て
毅
然
と
受
け
て
立
つ
と
い

う
姿
勢
が
大
事
で
す
。
た
だ
、も
し
話

し
合
い
の
余
地
が
あ
れ
ば
、
一
時
金
の

上
積
み
な
ど
を
条
件
に
合
意
退
職
の

形
が
よ
り
良
い
結
果
と
い
え
ま
す
。
意

地
に
な
っ
て
訴
訟
沙
汰
に
な
る
の
は
互

い
に
不
幸
で
す
。

Ｑ
労
働
審
判
の
制
度
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
。
労
働
者
に
有
利
で
、

会
社
に
不
利
な
も
の
で
は
な
い
の
で

す
か
。

Ａ
平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
裁
判
所

の
制
度
で
す
。裁
判
官
１
名
と
専
門
家

２
名
で
組
織
す
る
委
員
会
が
原
則
３

回
以
内
で
、
迅
速
・
柔
軟
に
解
決
を

図
る
も
の
で
、
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
は

委
員
会
が
審
判
を
下
し
、
不
服
が
あ

れ
ば
訴
訟
に
移
行
し
ま
す
。
大
分
県
の

場
合
は
裁
判
所
は
大
分
地
方
裁
判
所

（
本
庁
）だ
け
で
す
。
対
象
は
不
当
解

雇
、
残
業
代
、
賃
金
、
退
職
金
、
配

転
や
出
向
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
す
。
実

際
の
申
立
て
は
労
働
者
側
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
会
社
側
に
不
利
な
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、審
理
に
予
定

さ
れ
る
３
か
月
く
ら
い
の
間
で
そ
の
対

応
を
準
備
す
る
の
は
大
変
な
作
業
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
期
の
解
決

が
図
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
労
働
者

側
に
は
有
効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
労
務
管
理
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
し
ょ

う
か
。

Ａ

法
令
遵
守（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

を
前
提
に
し
て
、
従
業
員
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
尽

き
ま
す
。職
場
で
は
就
業
規
則
な
ど
で

労
働
条
件
の
明
示
を
行
い
、法
定
帳
簿

を
整
備
し
て
、
各
種
保
険
の
手
続
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
労
働
基
準
監
督
署
や
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
に
相
談
し
、
弁
護
士
へ

の
相
談
・
依
頼
を
含
め
て
危
機
対
応
に

も
備
え
て
く
だ
さ
い
。
昔
型
の
経
営
者

で
は
、家
族
的
な
労
使
関
係
を
大
事
に

し
て
、
争
い
や
法
的
な
対
応
を
嫌
い
、

す
べ
て
の
問
題
を
話
し
合
い
で
解
決
す

る
と
い
う
姿
勢
を
最
良
と
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
を
否
定

は
し
ま
せ
ん
が
、
経
営
環
境
に
恵
ま
れ

た
一
部
の
業
界
は
と
も
か
く
、
激
動
の

社
会
情
勢
で
経
営
者
と
し
て
の
責
任

の
大
き
さ
は
自
覚
す
べ
き
で
す
。
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専門定例無料相談日

※ 定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　 又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際
　 には事前に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談
毎月第１火曜日 弁 理 士
毎月第４火曜日 大分県発明協会

金 融 相 談 毎月第２火曜日 信 用 保 証 協 会
労 務 相 談 毎月第２水曜日 社会保険労務士
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に 
　 関する相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

雇
用
問
題
の
Ｑ
＆
Ａ

事
業
経
営
の
法
律
相
談

第372号（5） 令和8年1月15日 日田商工会議所ニュース

　
去
る
11
月
19
日
、
パ
ト
リ
ア
日

田
に
て
商
工
祭
が
開
催
さ
れ
、
永

年
勤
続
従
業
員
２
０
４
名
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
式
の
後
に
は「
日

田
が
誇
る
地
元
の
特
産
品
」が
当

た
る
く
じ
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
式

典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
30
年
以
上
の
被
表
彰
者

は
次
の
方
々
で
す
。
　（
敬
称
略
）

《
45
年
の
部
》　
１
名

江
田
　
順
一
　
㈱ 

丸
菱
商
会

《
40
年
の
部
》　
10
名

古
城
　
正
義
　
㈱ 

川
浪
組

穐
本
　
耕
二
　
㈱ 

朝
日
木
工

水
嶋
　
　
仁
　
㈱ 

朝
日
木
工

布
施
　
邦
博
　
㈱ 

ア
サ
ヒ

石
松
　
義
幸
　
中
央
発
条
工
業 

㈱

松
原
　
稔
夫
　
㈱ 

谷
組

和
田
　
正
文
　
新
日
本
緑
地 

㈱

小
野
　
勅
郡
　
老
松
酒
造 

㈱

池
部
　
武
士
　
三
隈
工
業 

㈱

壁
村
　
勇
二
　
マ
ル
マ
タ
林
業 

㈱

《
35
年
の
部
》　
16
名

三
笘
健
太
郎
　
㈱ 

川
浪
組

安
部
　
　
誠
　
㈱ 

川
浪
組

梶
原
　
文
生
　
㈱ 

千
原
電
気
工
事

有
吉
　
章
男
　
㈱ 

タ
カ
セ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

坂
本
　
孝
志
　
㈱ 

朝
日
木
工

神
崎
　
文
宏
　
㈱ 

朝
日
木
工

千
原
　
秀
介
　
中
央
発
条
工
業 

㈱

江
田
　
裕
介
　
㈱ 

谷
組

江
藤
　
達
也
　
㈱ 

谷
組

江
田
　
修
一
　
㈱ 

日
田
中
央
木
材
市
場

佐
藤
　
貴
臣
　
㈱ 

日
田
中
央
木
材
市
場

梶
原
　
哲
夫
　
丸
亀
運
送 

㈱

井
下
　
　
哲
　
㈱ 

井
上
酒
造

安
心
院
信
親
　
㈱ 

下
徳
産
業

藤
原
　
義
満
　
㈱ 

下
徳
産
業

櫻
木
　
幸
恵
　
日
田
商
工
会
議
所

《
30
年
の
部
》　
15
名

野
村
　
　
勲
　
㈱ 

川
浪
組

森
山
　
浩
樹
　
㈱ 

川
浪
組

鞭
馬
　
芳
雄
　
川
原
興
業 

㈱

板
谷
　
俊
之
　
田
中
建
設 

㈱

井
上
　
　
彬
　
㈱ 

田
嶋
製
作
所

近
藤
　
　
徹
　
新
日
本
緑
地 

㈱

小
関
　
　
亮
　
㈱ 

日
田
十
条

今
井
ふ
く
え
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア 

㈱

井
下
　
　
勉
　
㈱ 

日
田
ビ
ル
管
理
セ
ン
タ
ー

佐
藤
　
善
英
　
㈱ 

日
田
ビ
ル
管
理
セ
ン
タ
ー

百
田
　
洋
次
　
㈱ 

日
田
中
央
木
材
市
場

梶
原
　
　
孝
　
㈱ 

ア
サ
ヒ
サ
ー
ビ
ス

河
津
　
幸
二
　
㈱ 

Ｎ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
ソ
ル

佐
藤
　
利
之
　
㈲ 

道
路
施
設

陶
山
　
英
明
　
㈱ 

下
徳
産
業

＊
珠
算
検
定
＊ 

 

※
敬
称
略

（
令
和
7
年
10
月
26
日
施
行
）

《
2
級
》

佐
　
藤
　
梨
々
依	

（
佐
藤
智
香
子
そ
ろ
ば
ん
教
室
）

《
3
級
》

赤
　
坂
　
武
　
俊	

《
4
級
》

秋
　
吉
　
優
　
花	

（
佐
藤
智
香
子
そ
ろ
ば
ん
教
室
）

松
　
原
　
悠
　
真	

（

森
山
教
室
）

《
7
級
》

平
　
井
　
莉
　
子	

（

森
山
教
室
）

平
　
井
　
華
　
子	

（

森
山
教
室
）

《
8
級
》

川
　
津
　
大
　
和	

（
松
原
珠
算
教
室
）

《
9
級
》

森
　
田
　
明
彩
陽	

（
松
原
珠
算
教
室
）

＊
暗
算
検
定
＊

（
令
和
7
年
10
月
26
日
施
行
）

《
3
級
》

原
　
　
　
巧
　
芽	

（

森
山
教
室
）

藤
　
原
　
那
　
緒	

（

森
山
教
室
）

《
4
級
》

井
　
上
　
桜
　
花	

（
松
原
珠
算
教
室
）

《
6
級
》

赤
　
坂
　
武
　
俊	

＊
簿
記
検
定
＊

（
令
和
7
年
11
月
16
日
施
行
）

《
3
級
》

落
　
田
　
優
　
愛	

（
藤
蔭
高
等
学
校
）

＊
日
商
P
C
＊

（
令
和
7
年
10
月
施
行
）

《
文
書
作
成
3
級
》

森
　
山
　
宣
　
仁	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

長
　
尾
　
知
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

佐
　
藤
　
一
　
乃	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

野
　
田
　
美
　
晴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

川
　
内
　
海
　
輝	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

曽
　
我
　
有
　
希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

鬼
　
嶽
　
麻
吏
亜	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

柴
　
藤
　
和
　
美	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

髙
　
倉
　
千
　
鶴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

伊
　
藤
　
祐
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　
苫
　
恵
　
み	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

杉
　
山
　
　
　
譲	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

諌
　
山
　
崇
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

吉
　
野
　
真
　
治	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
7
年
11
月
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
2
級
》

河
　
津
　
柚
　
季	
（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

《
デ
ー
タ
活
用
3
級
》

森
　
山
　
宣
　
仁	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

佐
　
藤
　
一
　
乃	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

野
　
田
　
美
　
晴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

曽
　
我
　
有
　
希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　
苫
　
恵
　
み	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

鬼
　
嶽
　
麻
吏
亜	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

髙
　
倉
　
千
　
鶴	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

長
　
尾
　
知
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

梅
　
木
　
初
　
代	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

諌
　
山
　
崇
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

伊
　
藤
　
祐
　
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

柴
　
藤
　
和
　
美	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

吉
　
野
　
真
　
治	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

川
　
内
　
海
　
輝	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

謝
辞
を
述
べ
る
マ
ル
マ
タ
林
業
㈱
の

壁
村
勇
二
さ
ん

令
和
7
年
度
商
工
祭
を
開
催

令
和
7
年
度
商
工
祭
を
開
催

〜
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

〜
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−

３
１
８
４



掲
示
板

考動する商工会議所考動する商工会議所
　
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、
当
所
で

事
前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
１

回
実
施
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

へ
推
薦
し
ま
す
。（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
※
宿
泊

業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）の
事

業
所
。（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額 

２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

設
備
資
金
　 

10
年
以
内

運
転
資
金
　 

10
年
以
内

◆
利
率
　 

2
・
1
０
％

　
　（
令
和
７
年
12
月
１
日
現
在
）

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部
　
金
利

国
民
事
業
部
　
金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

2
・
1
0 

％

◆ 

政
策
公
庫

　基
準
金
利

3
・
0
0 

％
〜
4
・
5
0 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

3
・
1
5 

％

（
令
和
7
年
12
月
1
日
現
在
）

第372号 （6）令和8年1月15日日田商工会議所ニュース

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

　
大
分
県
の
地
域
別
最
低
賃
金

が
改
定
さ
れ
、
令
和
8
年
1
月

1
日
か
ら
時
間
額
1
，０
３
５
円

と
な
り
ま
し
た
。
現
行
の
９
５
４

円
か
ら
81
円
の
引
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に

「
業
務
改
善
助
成
金
」な
ど
の
支

援
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
な
制
度
内
容
や
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
田
商
工

会
議
所
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

大
分
県
最
低
賃
金
改
定
の

大
分
県
最
低
賃
金
改
定
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

日田商工会議所
LINE公式アカウント
をご活用下さい !

QRコードより友だち追加を
お願いします!

ご存知ですか？　ちょっと便利な就職支援施設

ジョブカフェおおいた日田サテライト
　「ジョブカフェおおいた」は若者の就職支援を目的として、大分県と日田市が日田商工会議所の協力を
得て運営している公的な就職支援機関です。年間900件を超える就職相談が寄せられており、求職者の
悩みや不安に寄り添いながら、幅広い支援に取り組んでいます。また、人手不足に悩む企業の皆様に対
しても、情報提供や企業説明会の開催などを通じて、求職者とのマッチングのお手伝いをしています。

未来への第一歩!! 求職者サポート
就職相談（就職の不安や悩みの相談に応じます）

人材を企業の力に!! 企業・教育機関サポート
教育機関等でのキャリア教育支援セミナー・就職支援セミナーの実施

●就職力バランス診断（PCによる適性診断）
●企業情報・求人情報の提供
●履歴書・職務経歴書の添削
●面接セミナー・模擬面接
●ビジネスマナー講座
●就職後のアフターフォロー
※49歳以下が対象。
　ご利用の際は事前に電話にてご予約下さい。

※担当コーディネーターが企業訪問した際には求人状況、採用状況
UIJターン採用、インターンシップの受入れ等々の情報収集に
ご協力下さい。

●職場定着促進セミナーの実施
●大分県や日田市の行う各種雇用対策事業の案内

●日田市企業合同就職説明会（一般向け）
●ひたくす合同企業説明会（高校生向け）
●校内企業説明会（高校生向け）の運営事務局

〒877－8686　日田市三本松2－2－16（日田商工会館１階）
TEL 0973－23－6898　FAX 0973－23－6899
開所時間／8:30～17:30　休み／土・日・祝日・年末年始・お盆

利用を希望される方は、当所会報係までお問い合わせください。（℡ 22－3184）

会報誌チラシ同封サービス
当所の会報誌に同封して、自社のPRを商工会議所会員企業に直接アプローチできます。
企業情報や商品・サービス、イベント情報などのPRにぜひご利用ください。

A4サイズ　11,000円（税込）～利用料金

会員企業にダイレクトでＰＲしてみませんか？

考動する商工会議所考動する商工会議所

第372号（7） 令和8年1月15日 日田商工会議所ニュース

想夫恋焼専門の店

ホームページ／http://www.sofuren.com

本店／大分県日田市若宮町416－1
　　　TEL 0973－24－3188

女
性
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

青
年
部
創
立
40
周
年
記
念
大
会

感
謝
・
継
承 

～
未
来
へ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
～

女性会
青年部

  

ア
ク
サ
生
命
が
取
り
扱
う
共
済
や

保
険
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
会
員

事
業
所
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
込
め

て
、
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
者
の
皆
様
は
熊
本
の
自
然
の
中

で
の
み
か
ん
狩
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

歴
史
あ
る
玉
名
温
泉
で
日
頃
の
疲

れ
を
癒
さ
れ
ま
し
た
。
道
中
で
は
、

普
段
な
か
な
か
交
流
す
る
機
会
の

な
い
他
事
業
所
の
方
々
と
和
や
か

に
懇
談
さ
れ
て
お
り
、
大
変
楽
し
く

過
ご
せ
た
等
の
好
評
を
い
た
だ
き
、

盛
況
の
う
ち
に
ツ
ア
ー
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　去
る
12
月
1
日
㈪
に「
は
じ
め

て
の
シ
ョ
ー
ト
動
画
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
17
名
の
受
講

者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
広
報
の
専
門

家
で
あ
る
黒
木 

勝
巳
氏
を
お
招

き
し
、
S
N
S
時
代
の
販
促
推
進

に
役
立
つ
実
践
的
な
内
容
で
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
の
基
本
か
ら
発
信

の
コ
ツ
ま
で
分
か
り
や
す
く
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
1
台
で
高

い
広
告
効
果
が
見
込
め
、
売
上

U
P
に
繋
が
る
手
法
を
学
ぶ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
共
済
制
度
加
入
者
交
流
事
業（
熊
本
）

は
じ
め
て
の
シ
ョ
ー
ト
動
画
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　11
月
20
日
㈭
、
マ
リ
エ
ー
ル

オ
ー
ク
パ
イ
ン
に
て「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
パ
―
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
余
興
で
は
参
加
者
全
員
で

歌
や
踊
り
を
楽
し
み
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
益
金
は

日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
へ
本
を
寄

贈
す
る
た
め
に
活
用
い
た
し
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

12月1日㈪ 11月17日㈪

　
　日
田
商
工
会
議
所
青
年
部（
Y
E
G
）は
、
令
和
7
年
10
月

18
日
㈯
に「
青
年
部
創
立
40
周
年
記
念
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
40
年
間
、
地
域
経
済
の
発
展
や
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
歩
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
更
な
る

飛
躍
を
誓
う
節
目
の
式
典
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
40
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
記
念
事
業
と
し
て
、
① 

日
田
市

内
の
全
小
学
校
へ
の
本
の
寄
贈
、

② 

記
念
植
樹
の
寄
贈
、
③ 

O
B
・

O
G
会
の
発
足
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
青
年
部
は「
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
存
在
」で
あ
り
続
け
る
べ
く
、

さ
ら
な
る
地
域
貢
献
と
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



掲
示
板

考動する商工会議所考動する商工会議所
　
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、
当
所
で

事
前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
１

回
実
施
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

へ
推
薦
し
ま
す
。（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
※
宿
泊

業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）の
事

業
所
。（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額 

２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

設
備
資
金
　 

10
年
以
内

運
転
資
金
　 

10
年
以
内

◆
利
率
　 

2
・
1
０
％

　
　（
令
和
７
年
12
月
１
日
現
在
）

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部
　
金
利

国
民
事
業
部
　
金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

2
・
1
0 

％

◆ 

政
策
公
庫
　基
準
金
利

3
・
0
0 

％
〜
4
・
5
0 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

3
・
1
5 

％

（
令
和
7
年
12
月
1
日
現
在
）

第372号 （6）令和8年1月15日日田商工会議所ニュース

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

　
大
分
県
の
地
域
別
最
低
賃
金

が
改
定
さ
れ
、
令
和
8
年
1
月

1
日
か
ら
時
間
額
1
，０
３
５
円

と
な
り
ま
し
た
。
現
行
の
９
５
４

円
か
ら
81
円
の
引
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に

「
業
務
改
善
助
成
金
」な
ど
の
支

援
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
な
制
度
内
容
や
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
田
商
工

会
議
所
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

大
分
県
最
低
賃
金
改
定
の

大
分
県
最
低
賃
金
改
定
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

日田商工会議所
LINE公式アカウント
をご活用下さい !

QRコードより友だち追加を
お願いします!

ご存知ですか？　ちょっと便利な就職支援施設

ジョブカフェおおいた日田サテライト
　「ジョブカフェおおいた」は若者の就職支援を目的として、大分県と日田市が日田商工会議所の協力を
得て運営している公的な就職支援機関です。年間900件を超える就職相談が寄せられており、求職者の
悩みや不安に寄り添いながら、幅広い支援に取り組んでいます。また、人手不足に悩む企業の皆様に対
しても、情報提供や企業説明会の開催などを通じて、求職者とのマッチングのお手伝いをしています。

未来への第一歩!! 求職者サポート
就職相談（就職の不安や悩みの相談に応じます）

人材を企業の力に!! 企業・教育機関サポート
教育機関等でのキャリア教育支援セミナー・就職支援セミナーの実施

●就職力バランス診断（PCによる適性診断）
●企業情報・求人情報の提供
●履歴書・職務経歴書の添削
●面接セミナー・模擬面接
●ビジネスマナー講座
●就職後のアフターフォロー
※49歳以下が対象。
　ご利用の際は事前に電話にてご予約下さい。

※担当コーディネーターが企業訪問した際には求人状況、採用状況
UIJターン採用、インターンシップの受入れ等々の情報収集に
ご協力下さい。

●職場定着促進セミナーの実施
●大分県や日田市の行う各種雇用対策事業の案内

●日田市企業合同就職説明会（一般向け）
●ひたくす合同企業説明会（高校生向け）
●校内企業説明会（高校生向け）の運営事務局

〒877－8686　日田市三本松2－2－16（日田商工会館１階）
TEL 0973－23－6898　FAX 0973－23－6899
開所時間／8:30～17:30　休み／土・日・祝日・年末年始・お盆

利用を希望される方は、当所会報係までお問い合わせください。（℡ 22－3184）

会報誌チラシ同封サービス
当所の会報誌に同封して、自社のPRを商工会議所会員企業に直接アプローチできます。
企業情報や商品・サービス、イベント情報などのPRにぜひご利用ください。

A4サイズ　11,000円（税込）～利用料金

会員企業にダイレクトでＰＲしてみませんか？

考動する商工会議所考動する商工会議所

第372号（7） 令和8年1月15日 日田商工会議所ニュース

想夫恋焼専門の店

ホームページ／http://www.sofuren.com

本店／大分県日田市若宮町416－1
　　　TEL 0973－24－3188

女
性
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

青
年
部
創
立
40
周
年
記
念
大
会

感
謝
・
継
承 

～
未
来
へ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
～

女性会
青年部

  

ア
ク
サ
生
命
が
取
り
扱
う
共
済
や

保
険
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
会
員

事
業
所
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
込
め

て
、
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
者
の
皆
様
は
熊
本
の
自
然
の
中

で
の
み
か
ん
狩
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

歴
史
あ
る
玉
名
温
泉
で
日
頃
の
疲

れ
を
癒
さ
れ
ま
し
た
。
道
中
で
は
、

普
段
な
か
な
か
交
流
す
る
機
会
の

な
い
他
事
業
所
の
方
々
と
和
や
か

に
懇
談
さ
れ
て
お
り
、
大
変
楽
し
く

過
ご
せ
た
等
の
好
評
を
い
た
だ
き
、

盛
況
の
う
ち
に
ツ
ア
ー
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　去
る
12
月
1
日
㈪
に「
は
じ
め

て
の
シ
ョ
ー
ト
動
画
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
17
名
の
受
講

者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
広
報
の
専
門

家
で
あ
る
黒
木 

勝
巳
氏
を
お
招

き
し
、
S
N
S
時
代
の
販
促
推
進

に
役
立
つ
実
践
的
な
内
容
で
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
の
基
本
か
ら
発
信

の
コ
ツ
ま
で
分
か
り
や
す
く
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
1
台
で
高

い
広
告
効
果
が
見
込
め
、
売
上

U
P
に
繋
が
る
手
法
を
学
ぶ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
共
済
制
度
加
入
者
交
流
事
業（
熊
本
）

は
じ
め
て
の
シ
ョ
ー
ト
動
画
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　11
月
20
日
㈭
、
マ
リ
エ
ー
ル

オ
ー
ク
パ
イ
ン
に
て「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
パ
―
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
余
興
で
は
参
加
者
全
員
で

歌
や
踊
り
を
楽
し
み
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
益
金
は

日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
へ
本
を
寄

贈
す
る
た
め
に
活
用
い
た
し
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

12月1日㈪ 11月17日㈪

　
　日
田
商
工
会
議
所
青
年
部（
Y
E
G
）は
、
令
和
7
年
10
月

18
日
㈯
に「
青
年
部
創
立
40
周
年
記
念
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
40
年
間
、
地
域
経
済
の
発
展
や
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
歩
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
更
な
る

飛
躍
を
誓
う
節
目
の
式
典
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
40
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
記
念
事
業
と
し
て
、
① 

日
田
市

内
の
全
小
学
校
へ
の
本
の
寄
贈
、

② 

記
念
植
樹
の
寄
贈
、
③ 

O
B
・

O
G
会
の
発
足
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
青
年
部
は「
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
存
在
」で
あ
り
続
け
る
べ
く
、

さ
ら
な
る
地
域
貢
献
と
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

日田商工会議所共済係

アクサ生命保険（株）日田分室
℡22－7416

℡ 22－3184

第372号 （8）令和8年1月15日日田商工会議所ニュース

社
用
車
の
所
有
コ
ス
ト
と

管
理
の
手
間
、

ど
ち
ら
も
ぐ
っ
と
、

軽
く
し
ま
す
。

大
分
リ
ー
ス
の
、

オ
ー
ト
リ
ー
ス
。

日田営業所　〒877－0015　日田市中央1－1－24

所長長東　充道 TEL0973－22－0021　FAX0973－22－2593
ロフティ日田駅前テリオ2階

個人事業者の確定申告相談のお知らせ個人事業者の確定申告相談のお知らせ
　日田商工会議所では南九州税理士会日田
支部のご協力のもと、個人事業者を対象と
した決算書の作成指導により、自主申告・
納税に向けた正確な記帳や決算・申告手続
きについてアドバイスをしています。確定
申告についてお困りの際はお気軽にご相談
ください。

主なサービス
◆記帳指導
個人事業者の方を対象に、複式簿記による記
帳の相談指導を行っています。

◆決算・申告指導
個人事業主の方を対象に、所得税・消費税の
確定申告に関するアドバイスをしています。

◆コンピュータによる記帳機械化
機械化による記帳代行を行っています。（記帳
時間が取れない方や記帳・仕訳がわからない方、
経営実態を正確に把握したい方にお勧めです）
※要件あり

●開業したばかりで記帳の仕方がわからない。
●青色申告の特別控除を受けたい。
●仕訳に自信がない。　など

こんな人におすすめ

お問い合わせ先　　日田商工会議所　中小企業相談所　℡２２－３１８４


